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問本庁舎都市計画課　内2232
景観まちづくり通信景観まちづくり通信景観まちづくり通信景観まちづくり通信Vol.5Vol.5

～白河の景観を守り・つくり・育てる～～白河の景観を守り・つくり・育てる～～白河の景観を守り・つくり・育てる～ おすすめ景観募集中おすすめ景観募集中！！
　日常生活で見つけた白河のおすすめ景観日常生活で見つけた白河のおすすめ景観
をインスタグラムで教えてください。をインスタグラムで教えてください。
※詳しくは市ホームページへ※詳しくは市ホームページへ

　今月号は、景観づくりの主な取り組みをお知らせ　今月号は、景観づくりの主な取り組みをお知らせ
します。します。
　JR白河駅の周辺は、歴史と文化の拠点となる地　JR白河駅の周辺は、歴史と文化の拠点となる地
区として、景観計画の重点区域に位置づけられてお区として、景観計画の重点区域に位置づけられてお
り、小峰城跡や白河駅舎などの歴史的資源に配慮しり、小峰城跡や白河駅舎などの歴史的資源に配慮し
た景観づくりを行っています。た景観づくりを行っています。
　以前は、小峰城跡　以前は、小峰城跡三三

さ んさ ん

重重
じゅうじゅう

櫓櫓
やぐらやぐら

が駅前交番や大型案内標が駅前交番や大型案内標
識に隠れ、見えにくいといった声が寄せられていま識に隠れ、見えにくいといった声が寄せられていま
した。（写真①）した。（写真①）
　このため、駅周辺の景観とまちなみのあり方をテ　このため、駅周辺の景観とまちなみのあり方をテ
ーマに、関係機関の話し合いや景観セミナーなどでーマに、関係機関の話し合いや景観セミナーなどで
検討を重ねてきました。検討を重ねてきました。
　その結果、駅前交番の移転・改修、大型案内標識　その結果、駅前交番の移転・改修、大型案内標識
の撤去、駅プラットホームの屋根の塗り替え、無電の撤去、駅プラットホームの屋根の塗り替え、無電
柱化など、景観に配慮したさまざまな取り組みが行柱化など、景観に配慮したさまざまな取り組みが行
われ、現在は、三重櫓がきれいに眺められるようにわれ、現在は、三重櫓がきれいに眺められるように
なりました。（写真②）なりました。（写真②）

　これからも、三重櫓への眺めを大切にしながら美　これからも、三重櫓への眺めを大切にしながら美
しい駅前の景観をつくっていきましょう。

　

石
仏
（
石
で
つ
く
ら
れ
た
仏
像
）

は
、
屋
外
の
身
近
な
場
所
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
文
化
財
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

寺
院
や
神
社
を
訪
れ
る
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
の
石
仏
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
集
落
の
道
端

な
ど
に
も
、
思
い
が
け
ず
古
い
時
代

の
石
仏
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

鹿か

嶋し
ま

神
社
（
大
鹿
島
）
の
境
内
に

あ
る
釈し

ゃ

迦か

如に
ょ

来ら
い

は
、
台
座
を
含
め
る

と
高
さ
２
ｍ
ほ
ど
で
、
白
河
の
古
い

石
仏
と
し
て
は
比
較
的
大
型
で
す
。

正し
ょ
う

徳と
く

５
年
（
１
７
１
５
）
に
諸
国
の

寺
社
巡
礼
を
終
え
た
記
念
と
し
て
地

元
民
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
、

信
州
高た

か

遠と
お

（
長
野
県
伊い

那な

市
）
の
石

工
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
市
内

の
関か

ん

川せ
ん

寺じ

（
愛あ

た

宕ご

町ま
ち

）
に
も
同
規
模

の
石
仏
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
も

高
遠
石
工
の
作
で
す
。
高
遠
石
工
は

優
れ
た
技
術
を
持
ち
、
各
地
に
出
稼

ぎ
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

集
落
の
お
堂
や
道
端
で
よ
く
見
か

け
る
石
仏
に
如に

ょ

意い

輪り
ん

観か
ん

音の
ん

が
あ
り
ま

す
。
片
膝
を
立
て
、
頬
づ
え
を
つ
い

た
優
雅
な
姿
勢
が
特
徴
で
す
。
集
落

の
女
性
が
集
っ
て
飲
食
を
す
る
十じ

ゅ
う

九く

夜や

講こ
う

（
子こ

安や
す

講こ
う

）
を
記
念
し
て
作
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

市
内
で
珍
し
い
石
仏
に
青し

ょ
う

面め
ん

金こ
ん

剛ご
う

が
あ
り
ま
す
。
６
本
腕
に
憤
怒
の
顔

を
し
た
仏
で
、
台
座
に
三
猿
（
見
ざ

る
・
言
わ
ざ
る
・
聞
か
ざ
る
）
が
い

ま
す
。
庚こ

う

申し
ん

講こ
う

（
暦
上
の
庚
申
の
日

に
集
ま
っ
て
飲
食
を
す
る
行
事
）
の

時
に
作
り
、
厄
除
け
を
祈
願
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
何
気
な
い
道
端
で

も
２
０
０
年
、
３
０
０
年
前
の
歴
史

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

石
造
物
と
「
講
」
と
の
関
係
は
、

ま
た
別
の
号
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
五
話

路
傍
の
石
仏

お
知
ら
せ

▲青面金剛（表郷梁
や な

森
も り

都
つ

々
つ

古
こ

和
わ

気
け

神社）

写真① 平成22年ごろの様子

写真② 現在の様子

問
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０

▲如意輪観音（大信
隈
く ま

戸
ど

薬
や く

師
し

神社）
▲釈迦如来
　（鹿嶋神社）

　これらの取り
組みが評価され、
平成26年度都
市景観大賞の都
市空間部門で優
秀賞を受賞
しました。

写真を見比べると
違いが分かるね！
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